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表１ 「名詞＋ヲ＋動詞」、「名詞＋ヲ＋スル」、「名詞+ヲ+デキル」の出現数  
名詞＋ヲ＋動詞  名詞＋ヲ＋スル  名詞+ガ+デキル 
延べ 異なり 誤用 延べ 異なり 誤用 延べ 異なり 誤用 
40 37 10 27 24 6 7 6 1 
 
                                                         
1 現在のところ、ロシア語を母語とする日本語学習者の発話データは、「日本語学習者会
話データベース」（https://db3.ninjal.ac.jp/kaiwa/）のほか、『多言語母語の日本語学習者横





















表 2 「名詞+ヲ+動詞」の誤用  「／」は複数の可能性を示す 
 ロシア語母語話者の発話  意図したと思われる文章（文脈からの判断） 
1 1 日を過ぎたら  １日が過ぎたら  
2 稼いでるお金，を考えてる  お金を稼ぐことばかりを考えている   





5 1 番さみしい時期を待ってた  １番さみしい時期が来るのを待っていた  
6 お金をもらって  お金をためて／作って  
7 禁煙になったの、法律を、認めて  禁煙にする法律ができて  
8 コミュニティーを使うのは  コミュニティーを利用／に参加するのは  
9 コミュニティーを使ったら  コミュニティーを利用／に参加したら  
10 つゆを待ってた  梅雨になるの／に入るかと思っていた  
 




































                                                         
4 日本語読解学習支援システム「リーディング チュウ太」（http://language.tiu.ac.jp/）によ
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ロシア語母語話者による日本語の発話におけるコロケーション 
高木 南欧子 
 コロケーションの誤用の要因を探るため、１名のロシア語母語話者の上級‐中と判定さ
れた OPI の書き起こしデータから、コロケーションの誤用を見た。誤用のうち、文法的要
因と思われるもの、慣用的表現に違いに由来すると思われるものがそれぞれ 2 割であり、
残りの 6 割は動詞の意味範疇の違いによるものと推測されるものであった。今後、教材開
発につなげるため、さらなるデータの収集と分析が必要である。  
 
